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日本 に 於 け る 温 泉 動 物 の 研 究 （XIV）

　　　　　 積 雪 期 に 於 け る 温 泉 動 物

　　　 　　　　　　　 　 （13 挿　圃

　　　　　 岡 田彌
一一郎 ・ 伊 東藤

一
。 上 村三 男

　 　 　 　 　 　 　 東 京 高 等 師 範 學 校 動 物 學 教 室

　　　 　　　　　　　 緒　　　 　言

　從來温泉動物の 調査，觀察 は主 と して 春か ら夏 に か け．氣候淵暖 の 職 こ行 はれ たが ， 冬季 に

於け る調査，觀察 も必 要で あ る。こ れ に よ つ て 同じ動物で ．外界 の 氣源 に 左右され る こ と が 少

く， ．周年高温で 殆 ん ど恒温 を保 つ 温泉中に棲息す る動物 と ， 氣濫 の 影響 を受け る淡水に 憐 恵

す る動物 との ，生活營爲歌態の 相違 を知 り， 叉温泉の 動物相が 周年大なる變化が あ る か 否か

を知る こ と が 出來 る
。　　　　

”

　勿論 とれ に は同
一

地 點で 周年觀察す る こ とが 望 ましい が 　これが 出來な けれ ば ， ほ t
’
同一

條件，卻 ち ， 泉 質， 泉灘 ， 高度等 の等 しい 温泉に 於 ける觀察 に よ り， 或種動物が 一・・年闇 の 色々

　 ・　　　　　 な時期 に そ の 兩所に棲息 し て居た な ら ば，そ の 動 物 は周 年そ の 温泉に 棲

息 して 居 る もの と考 へ られ る。

　著者等は積雪申に 於け る那須温 泉群 の 動物相を調在 し， それ が 如何なる

状態で 棲，自、して居 るか を觀察 した 。
こ

の 調査 、觀察は昭和 12年 12 月 2 日一6

日の 5 日間に渉 つ て 行 ひ ，
こ の 闇 ， 調

査、地 點 の 積 雪は 10　cm − 150 　em で

あ つ た。

　那須温泉群は栃木縣那須郡那須村に

あ り，湯本 辨天、大 丸 八 幡 ， 北 、旭 ・

高雄，飯 盛 郭公，三 斗小屋 の 10 湯か

ら成 り，此等 は那 須火山 の 主峯茶臼 岳

の 東北麓．海 拔 1000 − 1200m の 地 一・

帶に 互 つ て 散在 して 居 る。… 般 に那須

第 2 圖 　湯 本 湯 の 川

　 　　 漉泉 と稱す るの は湯本 の こ とで ，此 處は東北本線黒 磯 驛か ら北方 17km ．

　　　　 　　　　の 點に 位 して 居 る。
　 第 1 圈

（旗 励 漁 轡 　 今囘瀦 等 の 調査 を行 つ 漸 腸 本 鰍 汰 丸 北 の 4湯で 洞 れ 腺

　　　　　　　　質が 異 り，泉量は豐富で あ る．こ の 他 の 所 は積雪が 多量 の ため交通 が 杜 絶

して 居 ゆ，行 くこ とが 出寒な か っ た 。
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．　 　 　 　 　 　 　 温 泉 の 位 置 竝 に 集 成

　湯本； 那須澀泉群の 入 口に 位 し， そ の 代表者で あ る。温泉は湯の 川の 流域隨所 か ら湧出 し

て居る1泉質 は酸性硫黄泉に 屬 し，分析 の 結二果そ の 集成は 1L 中次 の 成分 を含む溶液に概略

相當す る。

硫 化 水 素

硫酸 カ リ ウ ．ム

硫 酸 亜 酸 化鐵

遊離硫酸 ：

』

・
硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム

0，0120

（｝〔，158

〔｝．u，5950

，45800

，3209

遊離 鹽酸　　　　　　　　　　O．2140

硫酸 カ ル シ ウ ム

1
　　 0．2072

硅 酸 　　　　　　　 0．1449

硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 　
’0．3045

硫
．
酸 ナ ト リ ウ ム 　　　．0．1133

　辨天 ； 湯本の 北約 3．5km 　の 地 に位 し， 苦土川 絆 か ち

淵泉が湧出 して 居 る 。 泉質 は含 鐵 炭 酸 泉に 屬 し ， 集成は

U ・中次 の 成分 を含む溶液に 概略相當す る。

硫酸 カ ル シ ウ ム 　　　 0．2770

．硫 酸 カ 　リ ゥ s　　　　　　　 ．0096

硫酸 ナ 1・り．ウ ム 　　　0．1615

重 炭酸 マ グ ネ シ ゥ ム 　0．1617

虫 炭
．
酸 ナ ト リ ウ ム 　　 0．1044

重 炭
．
陛駐互匡酸イ匕鐵　　　　　0，0022

鹽化 ナ ト リ ウ ム 　　　0． 410 ．

酸 化 ア ル ミ ；t一ウ 厶 ．／．
’
．．．O．0008

硅
’
酸　　　　　　　　　　　　

一
　　（

’
）．】589

硼酸　　　　　　　 痕跡

燐酸　　　　　　　　 ・・

遊 離 及 ‘ドイ匕合 牙弋炭酸　　O．2705

第 4 圜 大 丸櫻 の 湯

第三 澗
ゴ
大 丸 温 泉 プ ール

　大丸 ； 辨天 の 北更に 1km ．弱 の 地 に あ i）．自土 川畔 ，

川康か ら温泉が 湧出 し， 泉質は單純鹽類泉に 屬 し ， 集成は

1L 中次 の 成分 を含む溶液に概 略相 嘗す る。

硫 酸 カ ル シ ウ ム

硫 酸 カ リ ウ ム

硫 酸 ナ ト リ ウ ム

石冠酸 カ ル シ ウ ム

0．21740

，03S9

 ．16650

． 740

　 　 沃度

　　．鯉 　　t　、．．．t　
．
ttt

−
、．．

”

　　
硝 酸

．．　 、　　 ttt
”

　 　 硼 酸　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　 遊 離及 E｝三 で匕合 趺 炭酸　　　　　
’
　　　　　0護｝190

　北 ： 辨天の 東約 2・km 餘 ， 笹川 の 川胖に あ り。温泉は

川岸 ，岸面か ら湧出 し， 弱 鹽類 泉に屬 し ， 集成は 1L 中

次 の 成分 を含む溶液に 概略相當す る。

炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム O．0479

石‡…酸　　　　　　　　　　O．208：
・1　

・

酸 化 鐶及 酸 化
　 ア ル ミ ニゥ ム 　 0．OOI 

　痕跡

第 5 岡　大 丸 温 泉溪流

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

硫 酸 カ ル シ ウ ム 　　0，2188

賻．イ匕カ リ ウ ム 　　　  ．0111

　 硫酸 カ リ ウ ム 　、

　 硫酸 ナ ト リ ウ ム

P 　炭酸 ナ ト リ ウ ム

炭酸 マ グ ネ シ ウ ム

O．e 260

． 5110

．11730

．0513

積 雪 期 に 於 廿 る 温 泉 動 物

硅酸　　　　　　　　 0ユ598

酸 化 鐵 及

　 酸 化 ア ル ミ ； ウ ム 　0・O 24

沃度　　　　　　　　 痕 跡

硼酸　　　　　　　　　　 〃

燐酸　　　　　　　　　 ・’

遊 離 及 孚 化合 駅炭酸　　　 〃

調 査 地 點 鍾 び に 環 境 と 生 態 的 要 因

　湯本 ； 湯 の 川流域 の 温 泉湧出鮎附近 を調 査 した e 泉源

附近 の 温水 域 （60℃）は高 温 と溶存 酸素皆無の た め動物は

第 7圖 　辨 天 温 泉 プ 冖ル

337

第 6 圖　 辨・．天 洞窟湯溜

棲息 し て居 な い 。稍 流下 して低温 〔38℃ 以 下 ）とな つ た水

域か らは 2．3 の 動物を發見 した。

　辨天 ； 瓣財天 を祀 る洞窟中の 湯溜 ゆ及 び 苦 土 川胖 の 澀

泉 プ ・一’ル の 2個所 を調査 した。前者で は溜 りか らの 流 出黜

附近 で 數種 の 動物を發 見 し，後者 に は顯 微鏡的 生物の 外 何

も棲息して 居 なか つ た。

　大丸 ； 溢泉プ ール
， 櫻 の 湯 ， 温 泉 プ ール に 流 入 す る灘溪

流 の 3 個所 を調査 した。プ ール は 壁
一面 に藻類が附着 して

居 ｝）、櫻 の 湯は簡單な屋根 は あ る が ，殆 ど吹 き曝 しの 湯漕

で 湯 は盗れ ℃居 り。床面は淺流に なつ て 居 る、温溪流ぱ幅

1．5 皿 内外 の 急流で ， 岩石，朽木等が横たわ つ て 居 る。

　北 ； 淵泉 プ 冖ル
， 周縁の 温濕潤 な所及 び プ ール の 排

湯 口附近 を調査 した。排湯 口 附近 に は ノj礫 ，落葉等が 散

亂て 居 t），種 々 の動物が發見 され た。

　以 上 の 各 調 査i地 點の 調査 ， 槻察日時，生態的要因た

る積雪量 ， 氣湿．泉 温 pll 溶存酸素量等 を表示 して 見

る と次の 檬で ある。pH は比 色 法 に よ り，溶存酸素量 は

Iu，　 W ．　WINK 」，）］K 法に よ り測定 し ， 高度 に對す る補正 を

行 つ た。

第 7 圖 北湯泉プ ール 排湯 1．1
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　上表 に 示 す樣 に 調査期 間中の 積雪量は IU−−13 し｝em ，氣温は湯本 を除 く他は 總て OOC．以下．

動物 の 嚢息 して居た泉温は 2i｝°− 38° C．　pU は湯本は張酸 性．大丸 は殆ん ど中性で ，北は ア ル

カ リ性 で あつ た。溶存酸素飽和量が 大丸及 び北 の プ ール に 於 て 過飽和で あ つ た こ とは．プ ール

内に植物性 プ ラ ン ク 1・　：・，プ 冖ル 壁 に藻類が 多數繁殖 して 居 た ため と思はれ る。

動 物 相

次 に 上 記諸温泉の 動物柑 を表示 す る 。
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棲 息 動 物 に 對 す る 記 蓮

　Tritre7na　8螺 1瑚 18　EHRMBERG 伏 丸溪流 北排湯 川 體は卵形，圓い 硅酸 質の 小板 よ り成る

被殻 を有 し透 明で あ る。長徑約 30μ．短徑約 21μ．分裂中の 個體が 多數見禺 され た。本邦濃泉

か らは 始め て で あ る が ，オ ー・　x ト リー 1（瓢rn い n 温泉 21° ．− 39°

．G　C ｛S・rH   UHAL 　1934〕か らは

　　　　　　　　　　　　 報告 されて居 る。

　 　　 第 9 圖

丁函 意砌 1CG　 e’iehelys 　 EER 、

も本邦温泉か らは始 め て で あ るが ，

か ら報告され て居 る。

　L ・ionott，．s−　，fcLsciolα ｝EHRE ）s
．
B：IW，〔大丸 プ ール ．溪流．辨天 洞窟｝墨接合

せ る個體が見出 され た。

　‘等脚 坤 ハ9廊 θ〃・，脚 弼 SCHnW ．｝吠 丸プール 漢 湘 楕圓形乃至艮1則形

　　　　　　　　　　 の 小纎毛 蟲で ．體の 前方に ボ ケ 1・状 の 口 溝 を

　 　　 有 し．11溝 に は極 め て 小形の 波動膜 を ，具ふ。體

第 ll圖 　＆ り】’
・
o丿冫h”　us

α碑 ‘翩 8 躡 ，KES

　σθ鰭 〔脚 爵 riC・ule “ta　STE　IN 【大 丸 プ ール
， 辨天 洞窟 ， 北排湯 「1｝

略 ≧ 圓形の 被殻を被 り，被殻に は 4−・．−c・ 本の棘状突起 を有す る。

口 は 圓形 で 此 處 か ら僞足 を出す。被殻の 直徑約 96μ．本邦涯 泉か

らは始 めて で あるが 、ドイ ツ i　chlesien 州 の 温泉｛XHBCHE 　1932 〕，

t − X ｝ V − KErnten 溢泉 ｛＄
’
TReUJI ．“．1］ 1934｝等か ら報告 され

て 居 る．

　刀1伽 脚 oblon ．aa　 EHRE ）S
−
BEItG 〔北排湯 印 本種の 典型的 の 形

質を具 へ
， 長徑 ］48 μ．幅 72

μ．濃泉か らは始 め て で あ る。

　Prodon ・・　1・．．　 L ・ xeeeph “1（es
’
9｝
’1−nlttoslsg　 K ｝：y 口 辨天洞啣 何れ

　　　イ ク リーの 淵泉 （CIOFAL｛〕 1927 ｝

長約 ：
）8y．．幅約 1｛iu．纎毛は比較的浸 く．粗に

分布す る。大核小核共 に 各 玉個 ．運 動は普通

で ，本 種は温泉か らは始め て 記 録 され る もの

で あ る。

　a・leps　 i｝…rtt・．9 ］
TITzSCH

吠 丸溪流 辨天 プ ー

ル ｝體長 32μ．幅 20μ、の 小形 の 纎毛蟲 で ．略

虫 樽形をな し體表は小板體で 蔽はれ ，彳i嫡 ｛に

3 個 の 棘 を有す る。温 泉動 物 と して 始め て 記

録 される もの で あ る。

　翫 P’0輝 艢 r‘9潟 ’1帆 STOK翻 辨天 プ ール 丿略 ≧

長圓形で ，長徑約 28μ ，短 徑 1砺．の 小纎毛蟲

で ．

　 　 第 1し囑

CttyxteTo／）houis（Bala・

ntiOl ）ho 广咽 θ〜o ’〜gata

　 　　 〔s（1正IEw ・）

　　口 は鱧 の 前 方か ら可威 り離れ た位置に あ り，2 枚 の 波動 膜 を有

し， 又後端に 1 本の 長毛 を具ふ。瀝泉動物 と して 始め て 記録 され る も

の で あ る

L ・・じ’π‘ε跚 レ卿 〜1£ STOK鵬 聨 天洞岱 披針形 丿，至 木 の 葉形，體 R 約
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26乱｝μ ．體幅約 5t）tt．の 大形繊毛 蟲で
， 體 の 前 端よ り三 日月形 に 彎 入 した 口裂が あ る e 温泉動

レ

レ

じ

物 と して 始め て 記録 さ れ る もの で あ る。

　 Pfe・rt．theiostic ・h　r
’
t　 sp 、1’ieierot・rieha さP．θ〜’1δ伽 ρ馳

録 され る もの で あ る。

　　　　　　　　　 c’

athyl ）o“，fe　hmfb　 EHHEtsBERG

第 12 圖 　LOP・（κ佃
？nagn ・檸 STOKES

Ip ．暢 本1何肛 も温泉動物 と し て 始め て記

〔大 丸溪流，辨天洞窟，プ ール
， 北排湯 口 ｝淡

　Polv2）erlihtm 　 8P ．

され る の は 始め て の もの で ．特に そ の 幼

蟲が張 酸 性の 所 に 棲 息 して 居 た こ と は

注 目すべ き こ とで あ る。

　Hil ・脳 SP ．暢 本，大 丸 櫻湯 ） 成 蟲は體

長 5mm 、内外．頭胸部は黒 色で 腹部 各節

に 廣 い 澄黄色の 横帶が あ IJ．脚 は 黒 色 ，

翅は淡褐色で 透明 、翅胝は 黒褐色 を呈 し

て 居 る ； 蝋は體長 2．5mnL 内外．橙紅色

を呈 し，頭端は黒色，尾端に 1 對 の 呼吸

突起 を 具 ふ 。全身は 軆 に 干行 した蓑 状 の

鞘 を 以 て被はれ ．全 長 は 8− 12nlll／．特

に 末端に は 5m 川 ．内外の 玉剛毛 を有す

る。温泉か らは 始め て 記録 され る もの で
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 第 13 圖

・JtiTatU　s．li．
ある。

　Setaf−eltra　Sl）．　 f大丸櫻湯．溪流 辨天 洞窟，北 プ ール ｝卵か ら放蟲迄 ．種 々 の 發育過程め もの

水 に は普通 の 輪蟲 で あ る が ， 温泉か らは始 め て 記録 され るもの で あ る。

　 C15磁 o覧 伽 篇 p．〔大 丸溪流 ，北排湯 口 ｝本邦温泉か らは始め て で あ る が ，

イ タ リ ーの 温泉 40℃ σ縄 1、】906 ）か らは報告 され て 居 る。

　 LU ］nbn
．ioid｝ie　l大 丸溪流．北排湯 口 1今迄濡 泉か ら報告 さ 乳 て 居 な い 。

　 Lyfntu．lt’“ 渺 峨 MARTE 耶 （北 プ ール ．排湯 剛 温泉内で は冬期鱈 中

で も産卵す る もの の 如 く．屡 1 卵塊が
．
認め られ た。

　 Halどしcaridae ，　 Oribaほdae 麟 天 洞窟 1 何れ も温泉か らは未記録 の もの

で あ る。前 者は海 産の もの で ．こ れ が濫泉中に 棲息 して 居 た こ と は興味

あ る こ とで あ るが ，濫 泉に棲息す る蛛形類
’
に は鹹水 に も棲息す る もの あ

るは．夙に N
’
lms 　ll925｝が ．報告 した所で あ る、

　 顳 縦 幽 o齢 さp，伏 丸 プ ーノL ）體長 20〔ト £ 4曝．鱧幅 68
μ
．4 對 の 歩脚

に は各端に分岐 しない ？爪を具 へ て 居 る。本邦 で は綏歩類 の 1種 Ther−

moeo （liet7ib繊 繊 R 激 HM が長崎縣雲仙温泉 （RAIIM　 19371 か ら報告 され

て 居 る が ．本種 は 明 らか ；C こ れ と異る もの で あ る。」俵 鰤
・o醒 o齠 sp ．は イ

ク P 一の 温泉 31°2 − 39
°
C，（CTo］；Ja．1、019271 か ら記耋茉されて居 る以 外，濫

泉か らの 報告 を見な い
．

〔湯本 1榲 泉か ら記録
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が 見出 され た。温泉内に 於て は周年繁埴を績け る もの と 患 はれ る。

　以一L温泉動物と して 始 め て 記録 され る もの 及 び特 に 注意 すべ き事項を記述 した n

　　　　　　　　　　　　　　　　　要 　 　 　 　　 結

　1． 冬季積雪申に 於け る 那須温泉群 を調査の 結果 ，
蛉 種 の 動物を見出 した。

　2．上 記 41種 の 動物は温度 26
°− 38℃，pH 　2．1− 7．8　 範圍 内に棲息 して 居た。

　n．酸性泉暢 本 は リア ル カ リ性泉〔北 ｝に 於 て 多 くの 動物 を 見出 した．

　4．原 生動物中 ， 温泉か ら始め て 記録 さ れ る もの S 種．本邦 温泉か らは始め て の もの 4 種

あ つ た a

　5・温 泉中で は Trinei！bts　87納 吻 s　EIIR．加 脚 齢 炉 Aぢ磁 11‘倉 ：HR ．の 如 き原生動物は年中分裂

繁殖す る もの s や うで あ る。

　6・　Ocethyp・）b傷 　lee・ms 　EHR ．
，
　 Lunbricidae

，
】lalaca】

・idae．｛．）r．ibatidae、　 PoZ〜〃，α配 f棚 ．さp．、〃
「
iifsr侶

tl ），は温泉か ら始め て記録 され る もの で あ る。

　7， Dymfuva，｝ P 醐 恊 MA ｝じrE酪 、　P吻P顧 ’柵 碍 P，，　H ・itcw，i　sP ．
，
　Scr

’
stelke　sp ．は 温泉 で は 周年繁殖

を繼績す る もの の 如 く，卵，幼蟲，成蟲等 の 種 々 の 發育過程 に あ る もの が見出 され た di

　8． 一般に 温泉に 多 く棲息す る蜉游類，毛翅類，禎翅類の 幼蟲、及 び 最 も温泉に 普慂 に棲息

す る 8齠   岬 呼 卿 望li邵 V 柧 DER 　WULP の 幼鍵 が 見 られ なか つ た こ とは．此 等 の 動物は

温泉内 に 於 て も， 冬季は繁殖 しな い もの と 思 はれ る。

　擱筆す る に 當 り標 本 の 同定 を し て 下 さつ た素木得
一・，内田 亨．徳永雅明 ．内田

一
の 諸氏 に感
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